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また分析項目の中でも 曲輪面積比率 や 横、「 」 「
堀面積比率 「堀切：竪堀：横堀 「各曲輪の面」 」
積分布」など、一向一揆と織豊系武将の城で明
確な違いが現れた 項目が、城の改修者を判定す5
るための基準になりうると提言した。本稿末で
は、この 基準を活用し、伝承や文献では沿革が5
はっきりしない山城や、改修時期について研究
者ごとに見解の分かれる加賀地方の山城（日谷、
中ノ峠、蓮台寺、莇生、柚木、市瀬、釣部、竹
橋）について、最終改修者の推定も試みた。さ
らに文献や伝承によって最後の改修者がほぼは
っきりしている城についても、前述の 基準で見5
直した。その結果、伝承では佐久間盛政の城と
されてきた長屋城については、むしろ一向一揆
が最終改修した可能性が大きい城であることを
指摘できた。
織豊系武将は一定の規格に基づいて城を改修
していた可能性も大きいため、今回提言した基
準が加賀以外の地域で活用できるかもしれない。
ただ、それを確かめるには分析対象地域をさら
に広げる必要がある。
滋賀湖北地域における弥生時代後期集落の動向
酒井康介
弥生時代後期は、近江盆地の初期稲作集落の
動向を見るうえで非常に大きな画期である。大
型掘立柱建物を持った方形区画の出現など拠点
集落の様相が変化するほか、一般集落も集落数
や集落立地の面で様相は一変する。これらの動
きは、近江盆地の内部で一様に進行したもので
はなく、地形や周辺地域との関係など多様な要
素により地域差をもって進行していく。その中
でも湖北地域は畿内・東海・北陸の結節点とし
て近江盆地の中でも特殊な集落動態を示す。大
半の集落が稲作を主な生業としていた弥生時代
後期の集落動向は、当時の稲作技術を反映して
いると考える。その一方で、集落によっては交
易に重心を置き、交通に有利な土地を選ぶもの
も存在したと考えられる。湖北地域において弥
生時代後期の研究をおこなう上で問題となる点
は、湖北地域においては編年が確立されていな
